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特別講演   
貢ぎ物としての近代科学  
雇用関係ではなかったことから来る不便は，ガリレオは  
毎年の夏期休暇の前に手紙を書き，家庭教師としての地  
位を確認しなければならなかったことである．   
問題とすべきは，ガリレオとメデイチ家とのパトロネ  
ージ関係が彼の作品にどのような痕跡を残しているかと  
いうことであろう．   
2 ガリレオF星界の報告』献辞を読む   
書物の冒頭に例外なく献辞が書かれた近代初期にあっ  
ては，その著者が誰とパトロネージ関係を結んでいたか，  
あるいは誰とそのような関係を績ぽうとしていたかを知  
ることは容易である．ガリレオのパトロネージ戦略の最  
大の成功例は，望遠鏡による天文学上の諸発見を公表し  
た『星界の報告』の出版であろう．それらの発見と書物  
の献呈のお陰で，念願の大公付き哲学者兼数学者になる  
ことができたからである．この書物のコジモ2世に宛て  
られた献辞は，その占星術的含意にっいてはよく知られ  
ているが，パトロネージ戦略の一環として見れば，別の  
側面も明らかになってくる．  
「それ（メディチ星）は，……もっとも高貴な星である  
ジュピター（土星）のまわりを，驚くべき速さで進行し  
回転しています」と述べたあと，「星の創造主自らが明ら  
かな徴をもって告げているように思われます」と表明し  
たガリレオの意図は，トスカナ大公国の建国神話ではジ  
ュピターが大公国の創始者とされていたことがわかれ  
ば，誤解しようもないものになる．いわば『星界の報告』  
は，ヴァザーリによってパラッツオ・ヴュッキオに措か  
れたフレスコ画の科学バージョンだったと考えてもよい  
のである．フレスコ画では，ジュピターの間にトスカナ  
公国の建国者コジモ1世の幼年期が措かれている．つま  
り，コジモ1世はトスカナの支配をジュピターから委ね  
られたのであり，あらかじめ予定されていたことでもあ  
ると主張していたのである．『星界の報告』では，コジモ  
2世の誕生の瞬間に地平線上にあったジュピターととも  
に，4つのメディチ星はジュピターの「御子のようにうち  
つれて」天空に出現したのである．   
メデイチ家がこのような表現を歓迎したのは明らかで  
ある．古くからの貴族ではなく，一介の商人からフィレ  
ンツェの支配者に成り上がったものにとって，その権力  
と支配の正統性を示してくれるものは何でも歓迎しただ  
ろう．しかもコジモ2世は建国者の1世から見れば傍流  
だったから，もはやヴァザーリのフレスコ画では充分で  
はなかった．ガリレオの願いは，メデイチ家によってこ  
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1科学者の社会的地位とパトロネージ   
科学者が職業として社会的に認知されていなかった時  
代，あるものは哲学者，あるいは数学者として大学に所  
属していたが，そのような安定した身分を獲得できたも  
のはごく少数にすぎなかった．多くは別のところから収  
入を得て，在野で研究を続けていた．彼らを庇護し支え  
ていたのが，しばしばパトロンであったことはよく知ら  
れている．たとえば，トーマス・ホップズはカヴュンデ  
ィッシュ卿とその息子の家庭教師として生活の糧を得て  
いた．   
注目すべきは，パトロンとクライアントとの関係は基  
本的に金銭の授受を伴わなかったということである．金  
銭が伴うのであれば，その関係は雇用者と被雇用者のそ  
れにすぎなくなり，科学者は自由に研究をすることがで  
きなくなるだけでなく，パトロンのほうでも科学者を庇  
護しているという栄誉を受けることができなくなるだろ  
う．クライアントはパトロンに見返りを求めない無償の  
奉仕をし，パトロンはその奉仕に対して金銭以外のもの  
で報いるということになる．当然，彼らの関係は複雑な  
ものとならざるを得ないが，それが近代科学の歩みにど  
のような影響を与えたのかと考えてみることも必要だろ  
う．   
ガリレオ・ガリレイは，大学に職を得たことのある少  
数の科学者のうちのひとりであるが，パドヴァ大学に職  
を得るためにグィドヴァルド・デ／レ・モンテに頼った  
だけでなく，大学に在職していたときですらメデイチ家  
との関係を維持し，クライアントとして奉仕を続けてい  
たことがわかっている．   
ガリレオとメディチ家との関係もまた，パドプァ大学  
教授時代に若きコジモ・デ・メディチの家庭教師をし  
たことから始まった．ホップズの例にもあるように家庭  
教師はパトロネージ関係に入る際のありふれた手段だっ  
たが，それは生徒が権力を握ったときに労苦は報われる  
はずだったからである．雇用契約を結んでいなかったこ  
とは，フィレンツェ滞在中のガリレオにメデイチ家から  
謝礼として食料品が届けられたことからわかる．正式な  
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の収入源となり，パトロンヘの貢ぎ物にもなったが，便  
利な道具以上ではなかった．落体の法則の発見も，彼の  
科学者としての名声を高めたが，身分の安定化には役立  
たなかった．宗教裁判後の幽閉生活の中で，つまり地位  
の向上が望めなくなったとき，ガリレオがようやく力学  
研究に立ち戻ったのは示唆的である．   
4 インセンチイブとしてのパトロネージ   
ガリレオが研究をパトロンへの貢ぎ物として利用し，  
地位の向上に，つまり大学の数学者から大公付きの哲学  
者になることに成功したことを見てきたが，他の近代初  
期の科学者についても多かれ少なかれ同じようなことが  
あったと考えてもよいだろう．   
今日から振り返れば，科学者がパトロネージを通じて  
自らの社会的地位を認知させ，地位を向上させなければ  
ならなかったルネサンス，近代初期ははるか昔のことで  
ある．今では科学者という職業は議論の余地なく確立さ  
れている．そして，近代初期のパトロネージ関係の中に  
いた科学者は不安定な身分に甘んじ，パトロンの寵愛を  
維持するために腐心しなければならなかったのに反し，  
現代の科学者の圧倒的多数が給料を受け取り，研究費を  
支給されている．   
金銭の授受を伴わない研究支援は皆無であるとして  
も，文部科学省の科学研究費に代表される公的な競争的  
経費，さらには企業から与えられる様ざまな研究費を，  
国家と企業のパトロネージ戦略として捉えたとき，新し  
い科学史のテーマが浮かび上がってくるように思われる  
のである．つまり，今日でもなお，国家と企業の′〈トロ  
ネージ戦略の中で科学と科学者の動向を検討することが  
可能であるし，そのような観点からの現代科学批判もあ  
ってしかるべきであろう．  
とごとく叶えられなければならなかった．   
したがって，ガリレオは天文学上の諸発見と『星界の  
報告』を誰にでも献げることもできたのだが，コジモ大  
公に献げたときに最大の効果を発揮したのであり，その  
ことをガリレオはよく理解していたわけである．  
『星界甲報告』によってガリレオは首尾よく大公付き哲  
学者兼数学者になったが，大公は彼を形式的にピサ大学  
教授とし，その給料をピサ大学の基金に充てられていた  
教会財産税から支払わせた．コジモ2世はガリレオの憲  
図とは別に，パトロンとしての立場を維持しようとし，  
直接的な雇用関係を結ぶのを避けたからだと考えること  
ができる．   
3 ガリレオのパトロネージ戦略   
ガリレオの研究をパトロネージという観点から見たと  
き，彼の研究テーマのかなりがパトロンの寵愛を得て，  
地位の向上とより安定した身分を獲得することに貢献し  
たことがわかる．もはや，取り上げたテーマがたまたま  
パトロンの関心を看いただけだというレベルを超えて，  
パトロンの関心を惹くためにそのテーマを採用したので  
はないかと疑わしくなるほどである．   
彼はフィレンツェに帰還する前に磁石の研究をしたこ  
とがあるが，その研究はメディチ家を記念するメダルに  
応用された．つまり，まわりに多くの鉄片をつけた天然  
磁石こそ，メダルの図案にふさわしいと提案したのであ  
る．鉄片が天然磁石に引き寄せられるように，臣下は君  
主を愛し，服従する．しかも，その図案は6つの球からな  
るメディチ家の紋章に酷似していた．この着想は，地球  
が大きな磁石であると考えたギルバートから得られたも  
のかもしれない．   
かつての「幾何学的・軍事的コンパス」は，多くの貴  
族の若者がその使用法を学ぶためにガリレオを訪れ，彼  
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